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１．はじめに
露頭が少ない都市部では，地下構造を把握するうえでボ

ーリングデータが重要な情報源となる．近年，公共事業で取

得されたボーリング調査成果は，国土地盤情報サイト

「KuniJiban」(国土交通省ほか，2008)や「国土地盤情報デ

ータベース」(国土地盤情報センター，2019)などを通じて

デジタルデータとして公開されており，地盤情報を標準化

した「ボーリング交換用データ」として多分野での二次利用

が期待されている．

一方，これらのデータには不正確な情報が含まれる場合

があり（国土地盤情報センター，2021)，地層対比に利用す

る際には信頼性の高いデータを優先して用いることが望ま

しい．しかしながら，データ数が限られる地域では，信頼性

に課題を含むデータも対比の検討材料として扱う必要が生

じる．そこで本研究では，データの信頼性評価結果を地層対

比作業に反映できる地層対比支援システムを開発した．

２．地層対比における信頼性評価
本システムでは，地層対比に用いるコア情報の信頼性を

評価するため，櫻井ほか(2026)によって作成された信頼性

評価基準を用いた．本章では，その概要を述べる．

信頼性評価基準では，第 1 表に示す通り，ボーリング交

換用データのコア情報に記録された土質・岩種に関する情

報を対象としている．土質・岩種情報は，砂・礫・粘土など

を表す「名称」，各名称に対応する「分類コード」，および「土

質岩種記号」の 3 項目から構成される．これらは，複数地点

の地質情報を比較し，層序の連続性を推定する際の基礎資

料となる．なお，「土質岩種記号」は登録必須項目ではない．

本来，これら 3 項目は相互に整合していることが望まし

い．3 項目が一致しているデータは記録内容の整合性が高く，

地層対比に用いるデータとして信頼性が高いと判断できる． 
一方，実際のデータには，項目の欠損や内容の不一致が見

られる場合がある．また，一部の項目に誤りがあっても，他

第 1 表 地層対比支援システムに用いたコア情報の信頼性評価基準． 

分類コード 土質岩種記号 名称

完全一致 完全一致 完全一致 完全一致 -

完全一致 完全一致 - -

完全一致 - 完全一致 -

完全一致 - データなし -

データなし 完全一致 データなし -

データなし - 完全一致 -

完全一致 - 誤り -

誤り 完全一致 誤り -

誤り - 完全一致 -

- - - 完全一致

- - - 部分一致

部分一致 - - -

- 部分一致 - -

- - 部分一致 -

変換不可 1 1

レベル
（JIS A 0206）

1項目のみが一致

（誤りデータなし）
4 4

項目 JIS名称
レベル

（Version 2.10）

2項目が一致
5 5

項目が部分一致 2

1項目のみが一致

（誤りデータあり） 3
3

JIS A 0206に準拠 （該当なし）
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の項目から正しい土質・岩種を推定できる場合や，保存情報

の一部を用いて補正できる場合がある．このようなデータ

も，補正内容や推定根拠を明確にすることで地層対比の検

討材料となり得るが，3 項目が整合しているデータに比べて

信頼性は低い．

信頼性評価基準では，3 項目の一致状況，誤りの有無，お

よび補正の程度に基づき，コア情報を 5 段階の信頼性レベ

ルとして評価している．この評価基準により，データを単純

に「使える／使えない」で区別するのではなく，信頼性の程

度を踏まえて地層対比に活用できる．また，対比に使用した

データの信頼性レベルから，地層対比結果の妥当性を判断

するための根拠を整理できる．

３．信頼性評価を活用した地層対比支援システム
これまで開発を進めてきた地層対比支援システムは，ボ

ーリング交換用データを用いて複数地点の柱状図を表示し，

利用者が地質情報を比較しながら地層対比を行うことがで

きる(櫻井，2024)．本研究では，このシステムに，前章で述

べた信頼性評価基準に基づくデータ表示機能を新たに実装

した．

地層対比を行う際には，まず Web-GIS 上で対象範囲を選

択し，次に対比に用いるボーリングデータを選択する．選択

したボーリングデータは，第 1 図に示すように柱状図とし

て表示される．

新たに実装した表示機能では，画面右上に各信頼性レベ

ルを選択するためのチェックボックスを配置した(第 1 図拡

大箇所）．チェックボックスには，現在表示されている柱状

図に含まれる各レベルのコア件数が示される．利用者は表

示したい信頼性レベルを選択することで，該当するレベル

のコアのみを表示できる．これにより，信頼性の高いコアを

優先的に参照できるだけでなく，必要に応じて信頼性に課

題を含むコアも補助的な検討材料として表示できる．

また，柱状図上の各コアにマウスオーバーすることで，当

該コアの詳細情報を表示できる(第 2 図)．詳細情報には，

「信頼性評価レベル」，元データに記録された「名称」，「分

類コード」，補正後の「分類コード」，「名称」，コアの「観察

記録」などが含まれる．これらを参照することで，利用者は

信頼性に課題を含むコアについても，欠損項目，不整合の内

容，補正根拠を確認できる．

４．おわりに
本研究では，既存の地層対比支援システムを拡張し，ボー

リング交換用データに含まれるコア情報の信頼性評価結果

を表示・確認できる機能を実装した．これにより，利用者は

信頼性レベルに基づいてコア情報を選択的に表示し，信頼

性の高いデータを優先的に用いた地層対比を行うことが可

能となった．

また，信頼性に課題を含むデータについても，元データや

補正内容を確認することで，必要に応じて地層対比の検討

材料として活用できる．本システムは，信頼性評価結果を利

用者の判断に反映させることで，データの信頼性を踏まえ

た地層対比作業を支援するものである．
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第 1 図 信頼性レベル選択機能を備えた地層対比支援画面 

第 2 図 コア詳細情報の表示例 (マウスオーバー時）

信頼性レベル選択部 拡大
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